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5月 22日から神戸で始まるはずだった第 105回日本精神神経学会が新型イン

フルエンザで中止となり，一時はどうなるのかと心配したが，そのまま神戸で 8

月 21日から延期開催されることになった。小島卓也理事長と前田潔会長をはじ

めとする関係者のご尽力に感謝申し上げたい。

医学の進歩は感染症との戦いでもあるが，今回の流行は医学を越えた“社会的

大騒ぎ”の観があった。街の光景からマスク姿だけを切り取って強調したニュー

ス画面を見るにつけ，目に見えないもの＝“得体の知れないもの”に対する人々

の恐怖心を改めて教えてくれたような気がする。

“得体の知れないもの”といえば，古代から精神疾患がその代表であろう。フ

ロイトが「夢は無意識への王道」であるといい，無意識という“得体の知れない

もの”を夢という視覚的なもので説明しようとしたのは実に暗示的である。とい

うのも，医学に限らず科学の進歩は「目に見えないものを，目に見えるようにす

る」歴史でもあるからだ。今日では精神医学でも，エビデンスとは目に見える画

像であり数値なのだ。となると，精神疾患や症状を目には見えないかたちで思弁

的に説明しようとする精神病理学に勢いがなくなるのも当然の流れか…という気

もしてくる。

個人的感慨はさておき，精神医学では睡眠といえば夢がずっと取り上げられて

きたが，近年では精神疾患における睡眠の様態の研究が進んでいる。しかし日常

臨床ではまだ，睡眠障害は個々の疾患に随伴する副次的な一症状としてしか認識

されていないことが多い。そこで本号では，「精神疾患と睡眠マネージメント」

を特集として，最新の知見をそれぞれの専門家に書いていただいた。いわば，睡

眠から精神疾患を見たもので，臨床にも大いに役立つと思われる。

今回は「研究と報告」はないが，「私のカルテから」と「「精神医学」への手

紙」はキメ細かな臨床観察から得られたもので，短文にもかかわらず(手紙は 1

頁足らず)示唆に富むものであろう。脳波，画像，神経伝達物質，脳機能，ゲノ

ムと精神疾患の解明が急速に進んでいるが，未開拓の原野や未知の深い森が延々

と続いている。機器を使った“大規模開発”に劣らず，手でコツコツと耕したり

手探りで歩む作業もまた，新たな発見をもたらしたり大きな可能性のきっかけと

なる。夢の解明はこのどちらによって果たされるのだろろうか。それとも，ずっ

と見果てぬ夢のままであったほうがいいのだろうか。 (M.I.)
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